
(様式２－Ｂ)

１. 共通基準/協定区域全域

有馬地区景観形成市民協定区域内協定事項 チェック 協定事項を満たせなかった(×)理由

派手な色は避け落ち着いたまちなみが形成されるよう
に努める。

通りに面して設置する塀や生け垣は、コンクリートブ
ロック塀やフェンスの設置を止め周囲のまちなみと調
和したものになるよう努める。

新築・改築する場合においても、歴史的要素を取入れ
有馬の景観を壊さないように努める。

緑をできるだけ多く取入れ防災性の向上を図るように
努める。また、可能な限り樹木等の伐採は避ける。

看板や文字の大きさ等周辺環境に配慮する。また、点
滅する看板照明は使用しないよう努める。のぼり等
は、メンテナンスに気を配り放置しないよう努める。

隣地境界に接する部分は延焼防止に努める。

河川に面する部分の建築物、外構等は、河川及び対岸
からの見え方に配慮する。

2. 景観形成道路(Ｂ)基準-寺町界隈に代表される落ち着いた空間を保持し育くむ道路。

有馬地区景観形成道路沿い協定事項(景観形成道路Ｂ) チェック 協定事項を満たせなかった(×)理由

高さ･屋
根

原色の鉄板や洋瓦の使用を避け勾配屋根とし、まちな
みの連続感が損なわれないように努める。

意匠・
色彩

建築物の開口部を伝統的な装いとし、歴史を感じさせ
落ち着いた雰囲気をつくるように努める。

奇抜な意匠は避け、外壁などで使用する材料は自然素
材を基調とする。

駐車場の規模は小さくし、さらに、外から自動車が見
えないように塀・植栽等で囲むなどまちなみと調和し
た物で装い、まちなみに自動車を露出させないように
努める。

設備等は通りから見えないように設置するか、可能な
限り自然素材で装う等の工夫をするように努める。

門扉の灯を点灯するなど明るく安全な通りをつくるよ
うに努める。

歴史性を感じられる意匠とするよう努める。

設置する場合は、色彩・素材・形状は周辺環境に配慮
するように工夫する。
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景観形成市民協定チェックリスト<景観形成道路B用＞

●チェック欄には、協定基準に適合する場合は○、適合しない場合は×を入れ、その理由を右欄に記載すること。
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